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福島第一における資機材物流 

 
福島第一においては、過酷な原子力災害、長期的な 

災害対応を想定しておらず、下記の全てが不足 
 

・バッテリー 

・電源 

・注水用資機材 

・燃料 

・放射線管理・防護用品 

・飲食料 

・その他（生活用品、衣類、寝具、生活用水、トイレ等） 
 



福島第一における資機材物流 
－ 物流の置かれた環境（１） － 

下記の資機材輸送阻害要因が重なり、資機材を必要な場所まで
届けることができない等の事例が発生 
 

・地震による道路被害（通行止め・渋滞） 

・通信環境の悪化 

・福島第一１，３号機の爆発による屋外汚染 
 

 東京→福島第一原子力発電所 

  通常：およそ３時間半程度 

  災害発生後：７～１０時間 



福島第一における資機材物流 
－ 物流の置かれた環境（２） － 

１Ｆ１で水素爆発が発生（３／１２）、Ｊヴィレッジも線量上昇、避
難指示区域化が懸念 

 →小名浜コールセンターを資機材受け入れ 

  場所とする（３／１２） 

 

・小名浜コールセンター自体も被災。 

・送り主、送り先不明の資機材 

 →受払・在庫管理は混迷を極めた 



福島第一における資機材物流 
－ 物流の置かれた環境（３） － 

１Ｆ３，４でも水素爆発が発生（３／１４，１５）、 
発電所への輸送が拒まれる 
 

運転手の方々 
 

・地域（道路）事情に精通していない 
・放射線に関する知識がない 
・放射線防護用品がない 
  



福島第一における資機材物流 
－ 物流の置かれた環境（４） － 

 →発電所員、本店社員（大型免許所有者）が 
  トラックを運転、輸送、その後全店から募集し対応 
 
・通信設備の不通、道路情報の不足 
・不慣れな大型車運転、しかもマスク着用 
・受け渡し場所の急な変更 
・荷下ろし用重機がなかった 
 →道に迷う等の遅れ、未達が多数発生 



福島第一における資機材物流 
 － バッテリーの確保（１）  － 

・津波により電源（交流、直流）はすべて喪失 

 → 何も見えない、操作出来ない 
 

・監視，注水・冷却，減圧にバッテリーは必要不可欠 
 

しかし、仕様に合うものは十分には確保出来ず 

 ・東京方面からはタイムリーに届かず 

 ・地元での購入可能個数は極めて限定的 

  （20km圏内は避難→いわきまで買い出し 

   道路の崩落、津波被害、避難者による渋滞等） 

 ・車輌から取り外す等の非常手段 



福島第一における資機材物流 

－ バッテリーの確保（２） － 

・本店手配分： 
 

 車両用１２V電池、計１０２０個を３／１１未明～１２日に発注。 
 トラックで輸送準備するも、 高速道路の利用許可をスムーズに 
 得られない等、 輸送車がなかなか出発出来ず、 
 小名浜ＣＣ到着は１４日。一部は当日到着、大部分は１６日以降。 
 

・自社設備からの流用分： 
 

 ２Vの電池、計３３４個。12～143kg／個 
 自衛隊ヘリに支援要請、 Jビレッジからはトラックで輸送 
  → 福島第一で重機がなく、下ろせず、一部のみ使用。 
 ３／１２，１号機ディーゼル駆動消火ポンプ起動用に利用（24V） 
 ３／１３，３号機原子炉水位計の復旧に利用（24V） 



福島第一における資機材物流 
 － バッテリーの確保（３）  － 

・福島第一調達分 
 

 構内バス等からの取り外し：１２V ５個 
  １，２号機中央制御室に運び込み、 
  3/11夜に原子炉水位計の一部が確認可能に 
 

 社員自家用車からのバッテリー：１２V ２０個 
  ２，３号機の原子炉減圧のため、 

  3/13、主蒸気逃し安全弁開操作に利用（120V） 
 

 地元購入分：車両用１２V ８個（いわきへ買い出し） 
  ３，４号機中央制御室で使用 



福島第一における資機材物流 
 － 電源車の確保（１） － 

所内電源及び外部電源は早期復旧が困難 

 →電源車の確保により対応(計２３台) 
 

・社内保有の高圧電源車・低圧電源車の確保（１６台） 

・他電気事業者・自衛隊への救援要請（７台） 
 

自衛隊ヘリでの輸送も検討 → 重量オーバー 

陸上輸送に切り替え、３／１２ １時過ぎ以降順次到着 

結果として、当社電源車のみを使用 



福島第一における資機材物流 
 － 電源車の確保（２） － 

現場状況の確認、電源盤の絶縁抵抗測定等 

 →使用可能な電源盤を探し出し、 

   ケーブル敷設ルートの検討、 

   ケーブルの手配、瓦礫撤去等を実施 
 

ケーブルをつなぎ込み、一部は受電に成功するも、水素爆発
により受電が停止 

 → まず高線量瓦礫の撤去、 

    その上でケーブル・注水ラインの確認・再設置 

 



福島第一における資機材物流 
－ 消防車の確保 － 

消防車を原子炉への注水手段（想定外）として使用 
 

・福一所有は３台。１台故障、１台使用不可不明（瓦礫により 
 アクセス不能、3/13に使用可判明） → 当初は１台のみ。 
 

・柏崎刈羽原子力発電所，東京湾岸の 
 当社火力発電所の消防車を確保（７台） 
・他電気事業者・国，自衛隊等への提供要請（５台） 
 

 →計１２台を追加確保、 ３／１２AM以降順次到着 
 

原子炉注水への水源となる防火水槽等への淡水、海水 
の移送、原子炉への直接の注水に使用。 



今後の資機材物流 
－ 輸送中継拠点の選定 － 

今回：小名浜コールセンター、Ｊヴィレッジを使用 
 

 ただし、 

 汚染の状況、道路状況によっては使用出来ない 
 

 →中継拠点候補地を事前に選定 

 



今後の資機材物流 
－ 輸送体制の強化 － 

今回の教訓を踏まえ、下記を実施 
 

・輸送情報の明確化、共有化 
 

・輸送運転手に対する事前の放射線教育実施、 
 放射線防護用品の事前準備 
 

・荷下ろし作業に必要な重機の事前配備、 
 当該重機取扱い資格者の配置 
 

・発電所における備蓄量の最適化 

 












